　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

「大阪府ホームレスの自立の支援等に関する実施計画」実施状況調査票
第三期（平成２６～３０年度）施策評価調査票

	実施計画項目
	第３　４　就業機会の確保・就労支援

	
	（１）雇用の啓発、雇用先の開拓及び雇用の促進

	実施計画内容
	○大阪労働局と大阪府、大阪市、経済団体及び労働団体で構成する「大阪野宿生活者（ホームレス）就業支援協議会」や、大阪府と大阪市、民間団体で構成する「大阪ホームレス就業支援センター運営協議会」を通じ、経済団体や商工団体との連携を図り、事業主等に対し、就労による自立を希望するホームレス等の雇用に対する啓発に努めます。
○「大阪ホームレス就業支援センター運営協議会」において、国のホームレス等就業支援事業を活用し、事業主に対し求人開拓を行うとともに、「ホームレス自立支援センター」の利用者に対し、就労に係る相談・情報提供や職場体験講習、就職支援セミナー等を実施して雇用の促進を図ります。
○「ホームレス自立支援センター」利用者を常用雇用へ導くため、大阪府が管理する公園等の施設で行う環境美化作業等の就労機会を提供し、勤労意欲・勤労習慣の醸成を図ります。
○行政の福祉化の観点から、清掃等業務委託に係る総合評価一般競争入札において、就職困難者の雇用に関する評価項目を盛り込み、ホームレス等の就業機会の拡大を図ります。また、市町村や事業主に周知し、普及を図ります。

	（１）事業実績
	○大阪ホームレス就業支援センターにおいて、国の「ホームレス就業支援事業」を受託し、事業所等への求人開拓、就労に係る相談・情報提供や職場体験講習、就職支援セミナー等を実施した。また、府は同センターに対して運営補助を行った。

【事業費】　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：千円）

H26年度

H27年度

H28年度

H29年度

H30年度

国庫委託金

128,282
95,934
80,572
74,061
74,770
府運営補助金

4,500
4,500
4,500
4,500
4,500
○都市整備部と連携し、ホームレス自立支援センター入所者の再ホームレス化の防止の観点から、公園等の除草・清掃等環境美化作業の就労機会を提供し自立の支援を図った。

【事業費】　　　　　　　　　　　　　　（H30は当初予算額）　（単位：千円）

H26年度

H27年度

H28年度

H29年度

H30年度

公　　園

860
925
878
877
872
道　　路

1,000

1,000

1,000

1,000

1,000

河　　川

500

500

500

500

500

○行政の福祉化の観点から、平成29年度より、施設清掃等業務委託に係る総合評価一般競争入札制度において、事業者の加点対象となる「就職困難者の雇用」の項目における就職困難者の要件に、大阪ホームレス就業支援センターの利用
（次頁に続く）

	（１）事業実績
(続き)
	者を新たに追加することで、同制度を利用する事業者に対して、大阪ホームレス就業支援センター利用者の雇用について普及を図った。また、大阪府公共工事入札・契約事務連絡協議会研修会等において、市町村に対してホームレス自立支援センター入所者の雇用啓発を行った。

	（２）事業の効果
	○大阪ホームレス就業支援センターにおいて、労働者ニーズの多様化に伴う様々な業種の事業所等への求人開拓、就労に係る相談、情報提供や職場体験講習等を実施し、ホームレス自立支援センター入所者の就労による自立支援に効果を挙げている。
【実施状況】　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（H30.8末現在）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
H26年度

H27年度

H28年度

H29年度

H30年度

就業支援相談者数

275人
196人
436人
478人
254人
事業所接触件数

269件
609件
707件
990件
480件
雇用者数

44人
76人
50人
33人
18人
職場体験講習受講者数
123人
72人
129人
119人
69人
就職支援ｾﾐﾅ-受講者数

75人
53人
182人
139人
205人
○公園等の除草・清掃等環境美化作業の就労体験から、ホームレス自立支援センター利用者の就労意欲の向上に効果を挙げている。

【実施状況】                                        （H30年度は計画数）
H26年度

H27年度

H28年度

H29年度

H30年度

公　　園

56人

64人
64人
64人
64人
道　　路

64人

64人
64人
64人
64人
河　　川

29人

32人
32人
32人
32人


	（３）課題・問題点
	○ホームレスの方の安定就労を図るためには、求職者ニーズに対応した仕事の紹介と、就労定着による自立を促すことが重要であり、本格的な就労に向けた準備・訓練を必要とする個別のサポートが課題となっている。

○ホームレスの方の中には、就労の意欲はあるが、就労経験や就労スキルの不足から、不安定な就労形態からの脱却が厳しい状況にある方がいる。

	（４）今後の
取り組み方向
	○ホームレス自立支援センター入所者の就労支援等に資するため、大阪ホームレス就業支援センターにおいて、関係機関と連携して引き続き事業主に対して啓発活動を行うとともに、民間企業等からの多様な求職者ニーズに対応できる就業機会の開拓を強化していく。

○大阪ホームレス就業支援センターにおいて55歳未満の不安定労働者の常用雇用の促進・定着化を目的としたあいりん地域不安定労働者就労支援事業をモデル事業として開始。ホームレス自立支援センター入所者の雇用促進を図る。

	担当部室課
	商工労働部雇用推進室労政課
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